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定理 {an}n∈Nを数列, α ∈ Rとする. an ≥ αを満たす項が無数にあり, an < αを満たす項も無
数にあると仮定する. このとき, an ≥ αを満たす項でできた部分列 {a+nk

}k∈Nと, an < αを満たす
項でできた部分列 {a−nk

}k∈Nがともに αへ収束するならば, 元の数列 {an}n∈Nも αに収束する.

証明 仮定より, 任意の ε > 0に対して, あるK+
ε ,K−

ε ∈ Nが存在して

|a+nk
− α| < ε (∀k ≥ K+

ε ),

|a−nk
− α| < ε (∀k ≥ K−

ε ),

よってK := max{K+
ε ,K−

ε }とおくと

|a+nk
− α| < ε, |a−nk

− α| < ε (∀k ≥ K).

そこで, a+nK
に対応する元の数列を aN+ , a−nK

に対応する元の数列を aN− とおき, さらに Nε :=

max{N+, N−}とおけば, n ≥ Nεのとき, 数列の第 n項 anは部分列 {a+nk
}k∈Nか部分列 {a−nk

}k∈N
の第K 項以降なので

|an − α| < ε

を満たす. よって {an}n∈Nも αに収束する. 2
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